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研究成果の概要（和文）：本研究は、中国雲南省に居住する白族が用いる白文（ペー文）語彙の収集を目的とし
ている。白文は漢字を用いて白族語を書き記す表記方法で、白族のその先祖たちは8世紀後半には漢字を用いて
いきた。そして漢字を用いて自らの言語を記録していた。本研究の目的は以下の２点である。すなわち１.白族
が白文を書く際に、どのような漢字が用いられるのか。そして2．どのようにして漢字を用いて白語を文章とし
て表現するのかという点である。白文はこれまで白族の間で普及している表記法でなく、わずかに白族の民間芸
能や哀悼文などにのみ用いられる表記法である。

研究成果の概要（英文）：The study try to collect examples of Bai characters (Bai wen) or the 
characters written by the Bai people, an ethnic group in Dali, Yunnan Province, China. Bai wen is a 
method to write the Bai language using Chinese characters, and the Bai people and their ancestors 
have used written Chinese characters since the late 8th century .They  recorded their language using
 Chinese characters. The intention of the study is to elucidate the following two problems. First, 
when the Bai people write Bai wen, which Chinese characters are chosen? Second, how are Bai language
 words that are written in Chinese characters expressed as sentences? Bai wen has still not become a
 widely used writing method. Today, Bai wen is reserved for recording the lyrics of folk songs or 
dirges performed by the Bai people.

研究分野：少数民族文学と文字表記
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は以下の諸点である。
１） 従来皆無であった語彙集・用例集を出版することにより、幅広い研究者が白文の学術的・文学的価値を考
察するための研究に着手できる基礎を確立できる。２）白文資料の翻訳や語彙の分析を通して、中国西南少数民
族の中国の文芸・芸能などの受容の問題の一端を明らかにできる。３）日本を含む中国周辺の国家・民族がどの
ように「漢字系文字」を創り上げてきたかという歴史的な問題に一定の知見を提供できる。４）語彙集・用例集
を制作により、白族自身にも白文の価値を再評価してもらい、文化保護の機運を高める一助になることを期待で
きる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
中国雲南省大理地方を中心に住む白族（人口約 180 万：2010）は、独自の白語（ペー語）を
話す。白族とその先祖は独自の文字をもたず、文章には漢文（漢語）を用いてきた。ただし一部
の地域、宗教職能者や後述する「大本曲」などの民間芸人の間では漢字を利用し白語を書き表す
「白文」という表記方法を用いられた。白文の起源は史料上、雲南に興った南詔国（8世紀～10
世紀初頭）に類似の表記法あったことが確認できる。また大理地方には、明清代の白文碑刻がな
お現存している。白文は限定的に用いられてきたため、一般の白族は、この表記方法を知らない。 
白族以外の中国西南少数民族の中にも、漢字を利用して自民族語を表記する例はある。しかし
白文は、文献史料や碑文により歴史的な形成過程の考察がある程度可能であり、この点において
重要である。 
本研究で考察対象とする白族民間芸能の「大本曲」は歌い手と三絃（三味線）の伴奏による曲
芸（かたりもの）である。一つの演目は 3時間以上かけて歌われ、その曲本は漢語と白文とによ
って記される。少なくとも 18世紀前半には白語による曲芸の存在が確認できる。演目の多くは
中国の文芸・芸能や宝巻などと共通する。 
 歴史的な白文の存在は文献史料や碑文などにより、1940年代には研究者に確認されていた。
1950年代後半なり、ようやく白文が現代まで白族の民間社会で継承・使用されていることが確
認された。1984年になり、徐琳らは『白族簡誌』（民族出版社）のなかで、白文を白族固有の表
記体系とみなした。これ以降、白文は歴史的に中国周辺に存在する「漢字系文字」の一種として
みなされるようになった。現在では、その形成問題・用法・内容分析などの研究が試みられつつ
ある。 
残念ながら現在の白文研究は白語話者の研究者間で完結し、国際的な研究を進める条件を満
たしていない。これまでの白文研究は白族話者の研究者により漢語に意訳したり、資料の画像を
示したりするだけのものが多い。このため白語話者以外の研究者が従来の研究成果をもとに、新
たに白文資料の学術的・文学的価値の考察は困難である。日本でもわずかながら白文に関する研
究があるものの、申請者の研究を除いて、ほとんどが漢語を介しての研究である。白文は日本の
文字やベトナムの字喃などのように国家の保護や統制を受けた歴史的経験を持たなかった。ま
たどのような語彙を訓読み・音仮名で読んだり、どのような漢字を音仮名に使用したりするかと
いった傾向・規則が解明されておらず、表記の地域差・個人差も大きい。単に白語に通じている
だけでは分析が難しく、研究の条件・基礎が整っていない。 
 
２．研究の目的 
本本研究での具体的な作業目標は以下の二点であった。Ａ．大本曲の曲本を白語から直接分
析・翻訳し、これまで申請者が分析を加えた複数のテキストも含め白文語彙を収集する。Ｂ．語
彙集とともに、その用例を示した用例集を作成する。 
特に白文用例集の作成はこれまで世界的にも例がなく、白文解読のための基礎を確立するた
めには極めて重要な挑戦であった。これまで収集しえた語彙にそれぞれ例文を付して用例集（漢
語・日本語での解説）を作成し、出版の形で公開した。これにより白文解読研究の裾野を広げる
ことができると期待している。 

 
３．研究の方法 
2016 年度に出版した『大本曲『黄氏女対金剛経』の研究―雲南白族の白文の分析』のテキスト
より、用例集の作成を主な研究課題とした。同テキストより、語彙と用例とを国内の研究協力者
と検討した上で、雲南省に赴き民間芸能者および研究機関と連携して、語彙の表記・発音・用法
などについて再度確認した。今回の用例集の共著者である吉田章人氏には用例集の索引作成を
担当してもらった。これにより本用例集は辞書としての利便性も確保することができた。2019 年
度末に、現地にて用例の最終確認を行なう予定であったが、新型コロナウイルスの感染拡大にと
もない現地調査を断念した。しかし SNS などを利用しながら現地との連携を保ち、予定通り『雲
南大理白族の白文用例集－大本曲『黄氏女対金剛経』を例に－』と題して、用例集を出版するこ
とができた。 
 
４．研究成果 
【単著】 
・立石謙次 2017 年『大本曲『〓美案』研究―雲南白族白文分析』（〓は金偏に則）広西師範大学
出版社（使用言語は白語、中国語、日本語） 
【共著】 
・立石謙次編著・吉田章人著 2019 年『雲南大理白族の白文用例集－大本曲『黄氏女対金剛経』
を例に－』東海大学アジア学科（使用言語は白語、中国語、日本語） 
【論文】 
・立石謙次 2018 年「雲南省大理白族の白文表記の用法」『中国語文学会 150 回例会記念 学術
研究論文集』中国語文学会、2018 年、25-38 頁。 
立石謙次 2018 年「大理白族の白文の形成とその用途」『アジア遊学 231－雲南の書承文化－』
101-118 頁。 
【学術発表】 



・立石謙次 2019 年, History of the Formation of the Text of the Bai People in Dali 
Region, Yunnan Province, East Asian Anthropological Association Annual Meeting 2019 
於大韓民国全州市 
・立石謙次 2018 年「白族白文的形成歴史――Berp cvf berp sif nao xiep cep lif sit」（大
理歴史文化特約専題講座）、於大理市中和歴史文化研究所 
【その他】 
・立石謙次 2017－2018 年「世界はことばでできている 【ペー語（白語）】」第 1回～4回 
駿河台出版社 HP http://www.e-surugadai.com/surugadai-selection/rensai04 
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